
 印 西 警 察 署 か ら の お 知 ら せ
 

   第 ２ 回 千 葉 県 警 察 官 採 用 案 内
  

    第 ２ 回 警 察 官 採 用 試 験 申 込 受 付 期 間
  　 　 令 和 ８ 年 ７ 月 ３ 日 （ 金 ） ～
  　 　 　 　  　 令 和 ８ 年 ８ 月 ５ 日 （ 水 ）                   

  

   街 頭 監 視 活 動 を 強 化 し て い ま す
  　 市 民 一 人 一 人 が 交 通 ル ー ル の 遵 守 と 交 通
  

マ ナ ー を 実 践 し 、 安 全 運 転 意 識 の 向 上 に 努
  

め ま し ょ う 。  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

生 成 Ａ Ｉ に よ り 作 成
 
 

   「 電 話 ｄ e 詐 欺 」 「 Ｓ Ｎ Ｓ 型 投 資 ・ ロ マ ン ス 詐 欺 」
    ニ セ 警 察 や 国 際 電 話 か ら の 詐 欺 電 話 に 注 意 ！
  

　 電 話 ｄ e 詐 欺 の 中 に は 「 オ レ オ レ 詐 欺 」  
 「 還 付 金 詐 欺 」 「 架 空 請 求 詐 欺 」 な ど が あ り ま す 。  

   巧 み な 話 術 で だ ま し て 、 現 金 を 受 け 取 っ た り 、
 

 振 り 込 ま せ る 手 口 が 多 く 発 生 し て い ま す 。
 

  

　  被 害 を 防 ぐ た め 、 留 守 番 電 話 を 活 用 し ま し ょ う 。

少 し で も 不 審 と 感 じ た 場 合 は 、 家 族 や 警 察 に 相 談 し ま し ょ う 。   

 

   自 転 車 な ど の 盗 難 が 多 く 発 生 し て い ま す 。
   自 転 車 盗 な ど 乗 り 物 盗 が 多 く 発 生 し て い ま す 。

 
  

自 転 車 は 必 ず 鍵 を 掛 け る よ う に し ま し ょ う 。
 

  
安 全 の た め に ヘ ル メ ッ ト を 着 用 し ま し ょ う 。
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忍込み 1 1 1

出店荒し 1

倉庫荒し 1

侵入窃盗その他 1 1

住居侵入 1 1

建造物侵入 1 1

万引き 2 5 1 2 1

置引き 1

職場ねらい 1

車上ねらい 1 1 1 1

工事場ねらい 1

部品ねらい 1 1 3 1

自動車盗 1 1 1 1

オートバイ盗 1

自転車盗 3 4 8 1 1

犯罪収益等隠匿 1

非侵入窃盗その他 1 1 1 1 1 1 1 1 1

詐欺 2 1 1

遺失物横領 2

器物損壊 1 1 1

傷害 1 1

暴行 1

不同意わいせつ 1

迷惑防止条例違反 1 1

鳥獣保護法違反 1
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印西市・栄町における犯罪発生状況（６月暫定値）



清水口 大山口 桜台 十余一 神々廻 池の上 堀込 けやき台 七次台 平塚 冨士 清戸 谷田 根

空き巣 1

倉庫荒し 1

建造物侵入 1

侵入窃盗その他 1

万引き 3

職権盗 1 1 1

自転車盗 2 1 1 2 1

部品ねらい 1

非侵入窃盗 1 1

非現住建造物等放火 1

詐欺 1 1

遺失物横領 1

傷害 1

器物損壊 1

銃刀法違反 1
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白井市における犯罪発生状況（６月暫定値）
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車 対 車 車 対 自転車 車 対 歩行者 その他

印西市 12 4 2 0
白井市 6 8 1 1

栄町 0 0 0 0
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印西警察署管内における交通人身事故発生状況（６月中・暫定値）

～車同士の出会い頭、追突事故が多発！～

～令和８年６月末の交通死亡事故～

交通死亡事故の死者数は、１人（前年同期比±０人）

６月中は、出会い頭、追突による交通事故が多く発生しています。

運転の際は、よく確認して走行するようにしましょう。

交通死亡事故の死者数は、４人（前年比＋１人）

～令和７年中の交通死亡事故～


